











































































































































25～30g65 20 ＊36　　＊43＊13　　＊25 ＊9 ＊5 ＊5 一 136 221
～409 67 19 ＊30　　＊47＊51　　＊12＊38 ＊6 一 一 184 270
45～50g59 14 29　　＊71＊49　　＊27＊44 ＊14 ＊3 ＊4 212 314
























調査項目 1株当り 1株当り 1株当り 1株当り 1a当り450本とし
種いも重 屑いも重（9） 上いも重（g） 総いも重（9） 上いも歩合（％） た上いも重（kg）
25～30g 17．9 456．9 474．8 96．2 205．61
35～40g 19．0 661．1 680．1 97．2 ＊297．50
45～50g 18．4 885．4 903．8 98．0 ＊398．43
丸のまま 10．9 1088．5 1099．4 99．0 ＊489．83
（609）
　　＊一般農家での標準収穫量（262．5g）を以上を示す。
思われる。
　表4にみられるように1株当りの上いも歩合はすべての区において96％以上を示した。ま
た，1a当りの新着生いもは25～30　g区を除いては，すべて一般農家の標準収量を上回ってい
た。以上のことより，種いもを分割（切る）での植え付けは種いも重が45g以上あれば十分な
生産が上げられ，種いもの有効利用が期待できるものとみられる。
4．摘 要
a）
b）
c）
d）
e）
種薯を分割して植え付けても，1片のいも重量が30g以上あれば十分な収量が得られる。
種薯重量が軽いものほど萌芽日数および葉茎枯凋が速くなる。
主茎長（萌芽）は，軽い種いもほど短く種いもが重くなるにしたがって長くなる。
種いも重量が45g以上あれば10　a当り約4，000　kgの収量が得られる。
種いもを分割することにより芽かき（芽群）の必要がなくなり栽培作業の省力化ができる。
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